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『
古
事
談
』
巻
ニ
・
第
2

1
話
考

今
春
発
行
予
定
の
「
国
語
国
文
」
に
、
「
作
ら
れ
た
八
詩
識
V

|

I

『
古
事
談
』
巻

ニ

・
第

2
1
話
考

ー
ー
」

と
題
し
て
、
藤
原
頼
長
の
説
話
に
関
す
る
拙
論
（
以
下
、
別
稿
）
を
掲
載
す
る

予
定

で
あ
る
。
そ

こ
で

論
じ
残
し
た
問
題
の
一
っ
に
つ
い

て
、
小
稿
で
い
さ
さ
か
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
い
。

さ
て
、
考
察
の
対
象
と
し
た
説
話
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

近
衛
院
の
御
時
〈
小
六
条
内
裏
〉
、
宇
治
左
府
参
内
す
る
間
、
山
上
に
大
袋
有
り
。
其
の
袋
動
き

た
り
。
随
身
を
以
て
見
ら
る
る
処
、
袋
の
中
に
人
有
り
。
之
れ
を
開
き
て
見
る
に
中
将
行
通
朝
臣
な

り
。
袋
を
出
で
て
共
に
咲
ひ
て
退
散
し
畢
ぬ
。

此
の
事
は
、
殿
上
人
遊
戯
の
あ
ま
り
に
、
頭
中
将
教
長
の
宿
所
に
お
い
て
為
通
朝
臣
鏡
を
見
て
、

「
に
く
し
、
う
つ
く
し
。
為
通
が
鼻
は
う
つ
く
し
き
鼻
か
な
。
后
の
鼻
に
し
た
り
と
も
わ
ろ
か
ら
じ
。

殊
勝
殊
勝
」
と
自
愛
せ
ら
れ
け
る
を
、
師
仲
朝
臣
、
「
さ
る
后
鼻
は
あ
ら
じ
ぞ
。
希
有
の
鼻
な
り
。

ま
が
ま
が
し
き
后
鼻
か
な
」
と

云
は
れ
け
る
に
、
行
通
も
口
入
す
る
間
、
「
我
れ
様
な
る
ち
ひ
さ
き

人
は
、
袋
な
ど
に
入
れ
て
ば
や
」
と
て
、
袋
の
有
り
け
る
に
つ
か
み
入
れ
て
「
人
々
、
御
共
に
ま
ゐ

れ
」
と
て
、
為
通
、
袋
を
持
ち
て
山
の
方
ざ
ま
へ
出
で
て
遊
行
せ
し
に
、
屋
従
す
る
人
は
、
師
仲
．

補
遺

松

本

昭

彦
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〈
俊
成
な
り
〉
。

此
の
間
、

左
府
参
ら
る
。
前
声
に
驚
き
て
袋
を
山
上
に
棄
て

公
重
・
教
長
・
顕
広

て
逐
電
す
と
云
々
。

防
つ
て
件
の
日
の
左
府
の
日
記
に
云
く
、
「
今
日
参
内
す
。
個
怠
の
番
衆
は
袴
を
着
き
な
が
ら
池

に
立
ち
、
凶
悪
の
小
臣
は
袋
に
入
れ
ら
れ
て
山
に
有
り
」
と
云
々
。

[
『
古
事
談
』

（新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
〕

別
稿
の
結
論
を
ご
く
簡
単
に
箇
条
書
き
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①
出
来
事
及
び
頼
長
の
日
記
記
事
い
ず
れ
も
虚
構
で
、
頼
長
の
運
命
の
不
思
議
を
説
明
す
る
た
め
に
、

以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
を
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

②
藤
原
為
通
は
、
前
年
自
分
の
妹
が
近
衛
天
皇
の
中
宮
に
な
っ
た
こ
と
を
鼻
に
か
け
、
自
分
の
鼻
を

「
う
つ
く
し
き
鼻
か
な
。
后
の
鼻
に
し
た
り
と
も
悪
か
ら
じ
」
と
自
慢
し
た
。
為
通
の
異
母
妹
「
呈

子
」
の
入
内
は
、
頼
長
と
兄
忠
通
の
対
立
の
象
徴

で
あ
り
、
保
元
の
乱
の
遠
因
と
な
る
。

③
藤
原
行
通
が
袋
に
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
七
歳
未
満
の
幼
児
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
正
式
な
葬
儀

は
行
わ
ず
、
袋
に
入
れ
て
山
に
遺
棄
し
た
風
習
を
前
提
に
、
行
通
の
「
小
さ
さ
」
を
椰
楡
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。

④
藤
原
頼
長
は
、
そ
の
様
子
を
日
記
の
中
で
「
凶
悪
の
小
臣
は
袋
に
入
れ
ら
れ
て
山
に
あ
り
」
と
批

判
し
た
が
、
「
凶
悪
の
小
臣
」
と
は
、
保
元
の
乱
を
起

こ
し
た
頼
長
自
身
を
意
味
し
て
し
ま
う
言

葉
で
あ
り
、
保
元
の
乱
の
末
に
、
奈
良
の
般
若
山
に
遺
棄
葬
の
か
た
ち
で
葬
ら
れ
た
自
身
の
最
期

を
予
言
す
る
も
の
に
読
め
て
し
ま
う
。
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小
稿
で
は
、
別
稿
で
「
今
の
と
こ
ろ
手
が
か
り
が
な
い
。

と
と
す
る
」
と
し
た
、
頼
長
の
日
記
『
台
記
』

（と
さ
れ
る
）

僻
怠
の
番
衆
は
袴
を
着
き
乍
ら
池
に
立
ち

と
い
う
文
言
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

．．．

．
 本
稿
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
す

こ

記
事
の
一
部
、

新
大
系
の
脚
注
で
は
、
こ
の
文
言
に
つ
い
て
、

こ
の
事
実
は
未
詳
な
が
ら
、
教
長
の
宿
所
に
遊
戯
し
た
、
役
に
も
立
た
ぬ

(
11
慨
怠
）
集
り
、
一

つ
が
い
の
バ
カ
ド
モ
と
い
う
、
軽
蔑
を
籠
め
た
表
現
で
、
為
通
・
師
仲
・
公
重
・
教
長
・
顕
広
を
指

し
、
た
ち
の
悪
い

(
11
凶
悪
の

）
下
賤
者
、
行
通
と
対
句
に
、
頼
長
の
賤
し
め
貶
め
た
物
言
い
で
は

な
い
か
。
頼
長
の
前
駆
の
声
に
逐
電
し
た
時
、
あ
わ
て
て
南
庭
の
池
に
踏
み
入
れ
て
し
ま
っ
た
か
。

と
さ
れ
る
。

こ
の
解
釈
に
概
ね
賛
成

で
あ
る
。
少
し
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
当
時
、
貴
族
が
宮
中
に
宿
直
す
る
時
は
、

「
宿
直
装
束
」
と
い
う
服
装
で
行
っ
て
い
た
が
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
「
宿
直
装
束
」
の
項
に
、

平
安
時
代
、
貴
族
が
宮
中
に
宿
直
す
る
と
き
に
着
る
装
束
の
意
で
、
略
式
の
朝
服
に
用
い
ら
れ
た

衣
冠
に
ほ
ぼ
同
じ
。
抱
に
指
貫
を
着
、
扇
を
持
つ
。
『
雅
亮
装
束
抄
・
ニ
』
に
「
と
の
ゐ
さ
う
そ
く

と
い
ふ
は
常
の
衣
冠
な
り
。
指
貫
・
下
の
袴
つ
ね
の

ご
と
し
。
そ
の
上
に
腋
あ
け
を
き
て
、
狩
衣
の

帯
を
す
る
な
り
。
し
り
の
か
け
や
う
は
束
帯
に
同
じ
。
着
ま
へ
も
た
け
と
ひ
と
し
く
き
す
べ
し
」
と

あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は

「指
貫
袴
」
を
着
る
の
が
通
例

で
あ
っ
た
。
説
話
中
で
わ
ざ
わ
ざ

乍
ら
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
「
宿
直
装
束
」
を
着
て
い
た

こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

「袴
を
着
き
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（
増
補
史
料
大
成
）
〕

問
題
は
、

『
台
記
』
記
事

（
と
さ
れ
る
）
文
言
の
後
半
が
、

こ
の
時
の
行
通
の
様
子
と
保
元
の
乱

で
の

頼
長
自
身
の
最
期
と
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、

こ
の
教
長
ら
が
袴
を
着
た
ま
ま
池
に
嵌
ま
っ

た
こ
と
が
、
保
元
の
乱
の
際
の

こ
と
と
ど
の
よ
う
に
重
な
る
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
保
元

の
乱
の
際
の
教
長
の
装
束
を
見
て
み
る
と
、

院

（崇
徳
）
も
左
府
（
頼
長
）
も
御
鎧
を
奉
る
。
教
長
申
さ
れ
け
る
は
、
「
あ
る
ま
じ
う
候
ら
ん
。

御
物
具
召
さ
れ
候
ふ
事
、
あ
し
か
り
な
ん
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
院
は
御
鎧
を
ぬ
が
せ
給
ひ
け
る
。

左
府
は
な
を
た
て
ま
つ
り
た
り
。
白
綿
の
狩
衣
に
糸
火
威
の
鎧
を
ぞ
召
し
た
り
け
る
。
教
長
卿
・
成

雅
ば
か
り
ぞ
、
水
干
袴
に
腹
巻
を
ぞ
き
ら
れ
た
り
け
る
。
是
は
た
た
か
は
ん
に
は
あ
ら
ず
、
な
が
れ

矢
の
お
そ
れ
の
為
な
り
。
上
北
面
に
師
光
・
家
長
・
頼
助
は
、
狩
衣
袴
の
上
に
腹
巻
を
ぞ
き
た
り
け

る

。

武

者

所

の

衆

は

、

仰

に

て

、

皆

甲

冑

を

帯

し

た

り

。

〔

『

保

元

物

語

』

（新
大
系
）
〕

の
よ
う
に
、
教
長
は
「
水
干
袴
」
を
着
て
い
た
の
で

あ
る
。

こ
の
事
は
、
頼
長
・
教
長
た
ち
の
敵

で
あ
る

後
白
河
天
皇
方
の
平
清
盛
・
源
義
朝
ら
も

「
水
干
小
袴
」
を
着
て
い
た
こ
と
か
ら
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
戦
闘
時
の
―
つ
の
装
束
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

晩
頭
、
左
府
宇
県
よ
り
参
入
す
。
前
馬
助
平
忠
正
・
散
位
源
頼
憲
、
各
軍
兵
を
発
す
。
偏
に
合
戦

の
儀
を
な
す
。
時
に
上
皇
・
左
府
額
を
合
わ
せ
て
議
定
す
。
左
京
大
夫
教
長
同
じ
く
御
前
に
候
ふ
。

夜
に
入
り
て
清
盛
朝
臣
以
下
各
甲
冑
を
着
て
軍
兵
を
引
率
す
。
清
盛
朝
臣
は
紺
の
水
干
小
袴
・
紫

革
八

□

口
□

口
＞
冑
を
着
る
。
常
陸
守
頼
盛
・
淡
路
守
教
経
・
中
務
少
輔
重
盛
、
同
じ
く
武
装
を
備

え
相
ひ
従
ふ
。
義
朝
赤
地
の
錦
の
水
干
小
袴
を
着
る
。
頼
政
以
下
各
々
思
ひ
思
ひ
。
多
く
紺
の
水
干

小
袴
を
用
い
る
。
或
い
は
生
絹
を
用
い
る
。
皆
冑
・
折
烏
帽
子
を
蒙
る
。

[『
兵
範
記
』
保
元
元
年
七
月
十
日
条
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そ
れ
で
は
、
「
池
に
立
つ
」
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
想
像
で
し
か
な
い
が
、
保
元

の
乱
の
際
、
頼
長
・
教
長
ら
が
拠
っ
た
白
河
殿
が
源
義
朝
に
よ
っ
て
夜
討
ち
で
火
を
掛
け
ら
れ
た

こ
と
が

関
係
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
白
河
殿
を
諦
め
、
逃
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
し
ば
ら
く

は
池
の
水
で
消
火
を
試
み
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
袴
を
着
た
ま
ま
池
に
入
っ
て
水
を
汲
む
こ
と

に
な
る
。

ま
た
、
当
時
、
火
災
の
消
火
の
際
に
は
、
袴
を
着
た
。

或
い
は
此
く
の
如
き
焼
亡
の
時
、
或
い
は
臨
時
の
遡
近
八
山
大
衆
公
家
の
た
め
に
騒
ぐ
＞
の
時
、

火
長
小
袴
を
着
る
。
人
以
て
之
を
美
と
称
す
。
〔
『
清
癬
眼
抄
』

（群
書
類
緊

•

第
7

巻
）
〕

保
元
の
乱
の
際
の
記
録
は
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
直
接
記
す
文
献
も
管
見
に
入

っ
て
な
い
が
、
『
台
記
』
（
と
さ
れ
る
）
記
事
の
前
半
に
つ
い
て
も
、
教
長
の
行
動
と
し
て
、
説
話
事
件

の
際
と
保
元
の
乱
の
際
が
二
重
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
別
稿
で
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、

証
拠
が
出
て

こ
な
い
と
確
実
に
は
言
え
な
い
の
だ
が
、

る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

―
つ
の
見
通
し
を
示
し
て
み
た
。
も
っ
と
確
か
な

別
稿
で
示
し
た
読
み
の
蓋
然
性
が
少
し
で
も
高
ま
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